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■■ 要約 ■■

マーケティングリサーチを行う株式会社クロス・マーケティング（代表取締役
社長 五十嵐 幹 東京都中央区）は、インターネットテクノロジーを核とした
あらゆる分野でクロスメディア事業を展開している株式会社インプレスR＆D
（代表取締役 井芹 昌信 東京都千代田区）が発行した調査資料「位置情報
連動型ビジネス調査報告書2012」を販売開始しました。

詳細ページ：http://cross-shop.jp/shop/goods/$/id/8427/

■■ 資料概要 ■■

PhoneやAndroidなどスマートフォンの普及を背景にして、ナビゲーションやゲ
ーム、タウン情報、ARなど幅広い位置情報ビジネスが登場し、国内海外ともに
大手ソーシャルメディアが位置情報と機能を連携しており、さらなる盛り上が
りを見せはじめている。さらにEコマース市場においても位置情報を利用したリ
アルビジネス連携（O2O:Online to Offline）が活発化しており、今後の位置情
報ビジネスの鍵を握ってくるだろう。本調査報告書は、位置情報連動型ビジネ
スについてビジネスモデル、技術、ソーシャルメディアと位置情報の関係、
O2O、海外動向、社会貢献活動、今後の展望などを網羅的に盛り込んでいる。

・位置情報連動型ビジネスのトレンドとバリューチェーン
・FacebookやTwitter,mixiなどソーシャルメディアと位置情報について解説
・位置情報ビジネスを8分類37サービスの解説及び分析を掲載
・O2O(オンラインツーオフライン)といった、オンライン情報がオフラインの購
買活動に影響を与えるといったが新しい動きとして出てきている。これを代表
的な19の事例と共に解説する。
・社会貢献と位置情報の新しい取り組みについても解説
・位置情報を支える技術や、今後の位置情報ビジネスの展望など
「この１冊で位置情報ビジネスの全てがわかる」レポートである。
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■■ 資料目次 ■■

はじめに

第1章 位置情報連動型ビジネスの概要
1.1 位置情報連動型ビジネスとは何か
1.1.1 位置情報ビジネスのバリューチェーン
1.2 位置情報ビジネスの歩みと成長の背景
1.2.1 地図サービスのインターネット対応
1.2.2 地図やPOIのAPI公開
1.2.3 携帯電話のメディア化
1.2.4 グローバルでのスマートフォンの普及
1.2.5 位置情報ビジネスとソーシャルメディアの接近
1.2.6 加速するリアル連動
1.3 モバイルテクノロジーと位置情報
1.4 位置情報ビジネスの市場規模と利用動向
1.4.1 世界の位置情報ビジネスの市場規模
1.4.2 位置情報ビジネスの利用動向

第2章 ソーシャルメディアと位置情報の動向
2.1 ソーシャルメディアと位置情報ビジネスの動向
2.1.1 Facebook
■ Facebook Places
■ Facebook Deals
2.1.2 Google
■ Google LocalとGoogle Maps
■ Google Places
■ Google Latitude
■ Google+とGoogle+ページ
2.1.3 Foursquare
■ foursquare Pages
■ Lists
■ Radar
■ クーポンやクレジットカードとの連携ビジネス
2.1.4 Twitter
■ Twitter Places
2.1.5 mixi
■ mixi チェックインとmixiチェック
■ mixi タウン構想とmixiページ
■ mixi とTwitterの提携
2.2 ソーシャルメディアと位置情報の今後の展望

第3章 位置情報ビジネスの動向
3.1 位置情報ビジネスの分類
3.1.1 位置情報ビジネスの利用者数とサービス開始時期一覧
3.1.2 案内・地図サービス
■ Googleマップ（提供会社：Google）
■ Yahoo!ロコ（提供会社：ヤフー株式会社)



■ NAVITIME（提供会社：株式会社ナビタイムジャパン）
■ いつもNAVI（提供会社：株式会社ゼンリンデータコム）
■ 乗換案内（提供会社：株式会社ジョルダン）
■ 駅探（提供会社：株式会社駅探）
3.1.3 タウン情報サービス
■ iタウンページ（提供会社：エヌ・ティ・ティ番号情報株式会社）
■ 30min（提供会社：株式会社サンゼロミニッツ）
■ FWIX（提供会社：Fwix）
■ 食べログ（提供会社：株式会社カカクコム）
■ Yelp（提供会社：Yelp）
■ Foodspotting（提供会社：Foodspotting）
3.1.4 チェックイン系
■ mixi チェックイン（提供会社：株式会社ミクシィ）
■ Facebook Places（日本名ではFacebookスポット）（提供会社：Facebook）
■ Google Latitude（提供会社：Google）
■ Foursquare（提供会社：Foursquare）
■ ロケタッチ（提供会社：株式会社ライブドア）
■ RecoCheck（提供会社：株式会社リクルート）
■ SCVNGR（提供会社：SCVNGR）
3.1.5 ゲーム系
■ コロニーな生活（提供会社：株式会社コロプラ）
■ ケータイ国盗り合戦（提供会社：株式会社マピオン）
■ MyTown（提供会社：Booyah）
■ まちつく（提供会社：ジンガジャパン株式会社）
3.1.6 AR
■ セカイカメラ（提供会社：頓知ドット株式会社）
■ Layar
■ iButterfly Plus（提供会社：バタフライ・電通・D2C）
■ GnG（提供会社：クウジット株式会社）
3.1.7 シェア型サービス
■ Airbnb（提供会社：Airbnb,Inc）
■ Zipcar（提供会社：Zipcar,Inc）
■ NeighborGoods(提供会社：Sugar Packet,Inc)
■ タクトモ.COM（提供：株式会社スカイミント）
3.1.8 その他のジャンル
■ Zaarly（提供会社：Zaarly,Inc.）
■ Neer（提供会社：Qualcomm Services Labs Inc.）
■ Nike+（提供会社：NIKE）
■ giftee（提供会社：株式会社ギフティ）
■ Localmind（提供会社：Localmind, Corp.）
■ Ditto（提供会社：Pingpin, Inc. ）

第4章 O2O（オンライン・ツー・オフライン）とローカルサービス
4.1 O2O（オンライン・ツー・オフライン）とは
4.2 O2Oのビジネス事例
4.2.1 在庫情報をトリガーとした店舗への送客
■ eBay
■ Google Local ShoppingとGoogleShopping



■ aisle411
■ コレカモネット
■ KDDI×Retailigence
4.2.2 クーポンやポイントでの店舗への送客
■ Groupon Now!
■ AmazonLocalとFlow
■ Shopkick
■ Wrapp
■ スマポ
■ RecoCheck
■ ロケタッチ
■ TサイトアプリとTポイントアプリ
4.2.3 クチコミやシェアから店舗への送客
■ My Local WALLMART
■ Yahoo!ロコ
■ 食べログ
4.2.4 イベントやゲームやインセンティブで店舗へ送客
■ バーコードを利用した事例（Tesco：バーチャルスーパーマーケット）
■ チェックインを利用した事例（ギフトマシーン）
■ ゲームを利用した事例（コロプラ）
4.3 O2Oビジネスの今後の展望
4.3.1 O2Oビジネスの可能性
4.3.2 リアルとネットが融合していく決済プラットフォーム
■ Google WalletとGoogle Checkout
■ PayPal
■ Square
4.3.3 ローカルマーケティングとローカルアドへの影響拡大
4.3.4 地域ブランドの再興とマイクロ起業家の台頭

第5章 位置情報を支える技術
5.1 センシング
5.1.1 GPS
5.1.2 基地局測位
5.1.3 Wi-Fi 測位
5.1.4 IMES（Indoor MEssaging System）
5.1.5 その他の測位技術
5.2 デバイス
5.2.1 ケータイ（フィーチャーフォン）
5.2.2 スマートフォン
5.2.3 カーナビ
5.2.4 テレビ
5.3 データ
5.3.1 POI情報
5.3.2 地図情報
5.3.3 アクティビティデータ
5.3.4 クラウド型データベース
■ SimpleGeo
■ GeoIQ



■ SpatialDB
5.3.5 地理空間情報ソフトウェア
5.4 位置情報のフォーマット
5.4.1 GML（Geography Markup Language）
5.4.2 KML（Keyhole Markup Language）
5.4.3 WKT（Well-Known Text）、WKB（Well-Known Binary）
5.4.4 GeoJSON
5.4.5 GeoRSS
5.4.6 Geohash
5.4.7 GeoHex
5.4.8 PI（Place Identifier）

第6章 位置情報連動型ビジネスのマネタイズ手段
6.1 いろいろなマネタイズ手段
6.1.1 広告［純広告、ターゲティング広告、情報掲載料、アフィリエイト］
6.1.2 店舗向け管理費
6.1.3 成約手数料
6.1.4
ユーザー課金［利用料課金（定額制/従量制）、アプリ課金、ポイント・アイテム課金など］
6.1.5 リアル連動［チェックイン、店舗での購買、店頭でのタッチ、店舗への送客］
6.1.6 マーケティングサービス
6.1.7 その他の収益手段［データ/コンテンツ再販、リサーチなど］
6.2 位置情報連動型ビジネスの注意点
6.2.1 位置という物理制約要素をどのように使うのか?
6.2.2 位置情報の詐称に注意
6.2.3 プラットフォームの変化に乗り遅れない
■ モバイルOS
■ ゲームプラットフォーム
■ ソーシャルメディアのプラットフォーム
6.2.4 プライバシー侵害に気をつける

第7章 社会的課題と位置情報
7.1 3.11 地震対応で活躍した位置情報サービス
■ Google Crisis Response
■ 震災情報 東日本大震災-Yahoo!JAPAN
■ 東日本大震災協働情報プラットフォームALL311
■ OpenStreetMap Crisis Mapping
■ 通行実績情報マッシュアップ
■ sinsai.info
■ ボランティアインフォ
■ Pachube
■ 風＠福島原発
7.2 社会的課題を解決するための位置情報サービス
7.2.1 地域の問題を可視化するサービス
■ Open311
■ SeeClickFix
■ FixMyStreet
■ Ushahidi



第8章 位置情報連動型ビジネスの将来
8.1 位置情報連動型ビジネス関連技術の将来展望
8.1.1 屋外と屋内測位のシームレス化
8.1.2 スマートフォンへの NFC チップ搭載
8.1.3 位置情報データの共有プラットフォーム
8.1.4 ビッグデータ
8.2 位置情報連動型ビジネスの将来展望
8.2.1 Pushリコメンデーション
8.2.2 O2O
8.2.3 位置情報を利用したデータベースマーケティング
8.2.4 スマートシティ
8.2.5 社会的課題解決
8.2.6 プライバシー
8.2.7 まとめ

■■ 商品詳細 ■■

商 品 名：位置情報連動型ビジネス調査報告書2012
発 刊 日：2011年12月21日  
発 行：株式会社インプレスR＆D
販 売：株式会社クロス・マーケティング
版 型：A4 / 176ページ
■CD-ROM 60,900円（税抜58,000円＋消費税2,900円）
■製本＋CD-ROM 71,400円（税抜68,000円＋消費税3,400円）
※各別途送料500円

詳細ページ：http://cross-shop.jp/shop/goods/$/id/8427/

【お申し込み方法】
上記URLよりお申し込みください。

【お支払い方法】
法人様・・銀行振込みの後払いとなります。
商品と同封、または別送にて請求書と納品書をお送りいたしますので、振込み
期日までに指定口座へお振込みください。

個人様・・銀行振込みの前払いとなります。
お申し込み後に請求書をお送りいたします。
ご入金が確認されましてから、商品を発送いたします。

■■ 株式会社クロス・マーケティング 会社概要 ■■

名称：株式会社クロス・マーケティング
本社所在地：東京都中央区銀座8丁目15番2号 銀座COMビル6Ｆ
代表者：代表取締役社長 五十嵐 幹
設立：2003年4月  
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URL：http://www.cross-m.co.jp/

■■株式会社クロス・マーケティングについて■■

株式会社クロス・マーケティングは、国内150万人超の大規模モニターを軸に、
生活者の「生」の声を主にインターネットを活用して収集するマーケティング
リサーチ会社です。
生活者の嗜好の多様化や、商品サイクルの短期化に対応するため、ネットリサ
ーチの優位性である「スピード」「コスト」に加え、「品質」を最大限に重視
したリサーチサービスを展開しています。
調査企画から設計、実査、集計・分析レポートまで、マーケティングリサーチ
に関するあらゆるサービスをトータルにサポートいたします。

■■株式会社クロス・マーケティング会社概要■■

名称：株式会社クロス・マーケティング
本社所在地：東京都中央区銀座8丁目15番2号銀座COMビル6Ｆ
代表者：代表取締役社長 五十嵐 幹
設立：2003年4月  
URL：http://www.cross-m.co.jp/

■■ 本件に関するお問い合わせ先 ■■

株式会社クロス・マーケティング
Cross Shop 販売窓口担当
Tel：
Fax：
Mail：
Facebook：http://www.facebook.com/crossshop.jp
twitter：http://twitter.com/cross_CS
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